
(前年度29.0%増)

一般会計予算額一般会計予算額一般会計予算額126億3,000万円126億3,000万円126億3,000万円
平成18年度が始まります!!

前年度比構成比

歳入 126億3,000万円

本年度予算額

歳
入
の
内
容

平
成
18
年
予
算
の

　
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

町税
37億9,284万円
(30.0％)

地方交付税
19億4,100万円
(15.4％)

町債
３２億3,500万円
(25.6％)

繰入金
４億1,979万円
(3.3％％)

県支出金
3億3,098万円
(2.6％)

地方消費税交付金
２億9,000万円
(2.3％)

分担金及び負担金
3億2,894万円
(2.6％)

繰越金
2億0,000万円
(1.6％)

地方譲与税
2億9,163万円
(2.3％)

利子割交付金
1,000万円
(0.1％)

配当割交付金
200万円
(0.0％)

株式等譲渡所得割交付金
1,100万円
(0.1％)

ゴルフ場利用税交付金
5,500万円(0.４％)

地方特例交付金 8,780万円(0.７％)

自動車取得税交付金 6,000万円(0.5％)

使用料及び手数料�1億0,146万円(0.８％)

諸収入 1億4,613万円(1.2％)

交通安全対策特別交付金 500万円(0.0％)

財産収入 3,586万円(0.3％)

寄付金 110万円(0.0％)

国庫支出金
12億8,448万円
(10.2％) 歳入総額

126億3,000万円

歳　入

町 税

繰 入 金

地 方 交 付 税

町 債

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

繰 越 金

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

ゴルフ場利用税交付金

地 方 特 例 交 付 金

自動車取得税交付金

使用料及び手数料

諸 収 入

交通安全対策特別交付金

財 産 収 入

寄 付 金

歳 入 合 計

37億9,284万円

４億1,979万円

19億4,100万円

32億3,500万円

3億3,098万円

12億8,448万円

2億9,000万円

3億2,894万円

2億円

2億9,163万円

1,000万円

200万円

1,100万円

5,500万円

8,780万円

6,000万円

1億146万円

1億4,613万円

500万円

3,586万円

110万円

126億3,000万

４億2,964万円

△3,887万円

2億8,600万円

11億6,440万円

△1,377万円

５億7,009万円

1,０00万円

1億2,571万円

8,000万円

1億163万円

△1,500万円

△380万円

770万円

2,200万円

△120万円

0円

2,200万円

6,602万円

100万円

2,106万円

110万円

28億3,570万円

30.0％

3.3％

15.4％

25.6％

2.6％

10.2％

2.3％

2.6％

1.6％

2.3％

0.1％

0.0％

0.1％

0.4％

0.7％

0.5％

0.8％

1.2％

0.0％

0.3％

0.0％

　
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
億
３
０

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
特
例
事

業
（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
含
む
）

を
約
30
億
円
前
後
で
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
上
九
一
色
村
と
合
併
し
た
後
の
通
常

予
算
額
は
90
億
円
前
後
と
推
察
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。

■
町
　
税

　
町
税
は
12
・
８
％
増
の
37
億
９
２
８
５
万

円
。
遊
漁
税
を
除
く
全
て
の
税
目
に
お
い
て

５
～
15
％
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
人
口
な
ら
び
に
面
積
等
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

■
地
方
譲
与
税

　
地
方
譲
与
税
は
53
・
５
％
と
伸
び
率
が
大

き
い
で
す
が
、
こ
れ
は
平
成
18
年
度
の
税
制

改
正
に
お
い
て
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税

＝町予算特集＝



会計別当初予算の額

歳
出
の
内
容

予算と税金の比較

*�平成１８年３月１日現在の人口で計算

◆町民1人当りに使われる町の予算◆

494,035円

◆町民1人当りが負担する税金◆

148,361円

本年度の一般会計を町民１人当たりで計算すると、
次のとおりになります。

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

下 水 道 事 業

精 進 公 共 下 水 道 事 業

本 栖 下 水 道 事 業

温 泉 事 業

船 津 財 産 区

小 立 財 産 区

大 石 財 産 区

河 口 財 産 区

西 深 沢 財 産 区

勝 山 財 産 区

長 浜 財 産 区

西 湖 財 産 区

大 嵐 財 産 区

青木が原外七字等財産区

精 進 財 産 区

本 栖 財 産 区

大室山他三十字財産区

大 石 簡 易 水 道 事 業

河 口 簡 易 水 道 事 業

小 立 簡 易 郵 便 局 事 業

足 和 田 簡 易 水 道 事 業

精 進 居 村 簡 易 水 道

精進青木ｹ原簡易水道

本 栖 簡 易 水 道

富 士 ヶ 嶺 簡 易 水 道

河 口 湖 治 水 事 業

船 津 公 園 墓 地 事 業

小 立 公 園 墓 地 事 業

勝 山 墓 地 事 業

介 護 保 険

居 宅 介 護 支 援 事 業

松 風 台 簡 易 水 道 事 業

126億3,000万円

20億3,009万円

16億89万円

14億7,706万円

5,620万円

1,342万円

5,979万円

4億1,186万円

5億5,726万円

3,142万円

8,978万円

391万円

8,113万円

223万円�

1,220万円

2,031万円

71万円

113万円

55万円

157万円

4,543万円

4,006万円

753万円

7,232万円

658万円

640万円

524万円

5,814万円

5,597万円

1,038万円

1,167万円

261万円

8億9467万円

2,936万円

0

29.0％

7.8％

0.1％

△15.6％

△64.5％

27.6％

△29.4％

4.7％

△1.2％

1.8％

△31.2％

20.4％

21.2％

△30.9％

△15.2％

10.6％

21.4％

△21.0％

8.9％

△9.8％

4.9％

7.0％

121.7％

17.8％

225.9％

予算額 前年度比

へ
の
税
源
移
譲
に
係
る
も
の
で
、
平
成
18
年

度
に
お
い
て
は
全
額
を
所
得
譲
与
税
で
措

置
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
合
併
後
も
ほ
ぼ

横
ば
い
の
２
億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
合
併
し
て
ゴ
ル
フ

場
が
増
え
た
分
を
前
年
度
実
績
を
踏
ま
え

増
額
し
５
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　
地
方
交
付
税
は
、
平
成
18
年
度
ま
で
の
国

の
総
額
抑
制
改
革
の
中
で
す
が
、
合
併
し
た

試
算
等
に
よ
る
17
・
３
％
増
の
19
億
４
１
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
分
担
金
及
び
負
担
金

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
観
光
ギ
ャ
ラ
リ

ー
建
設
負
担
金
１
億
２
０
０
０
万
円
の
増

額
が
あ
る
た
め
61
・
９
％
の
大
幅
な
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

　
使
用
料
及
び
手
数
料
は
、
可
燃
ゴ
ミ
の
有

料
化
を
本
年
度
よ
り
導
入
し
27
・
７
％
の
増

で
１
億
１
４
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金

　
国
庫
支
出
金
は
、
事
業
開
始
３
年
目
を
迎

え
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ら
び
に
２
年

目
を
迎
え
る
地
域
再
生
基
盤
強
化
交
付
金
、

及
び
プ
ー
ル
建
設
に
お
け
る
公
園
整
備
補

助
金
、
小
立
小
学
校
施
設
整
備
補
助
金
な
ど

の
事
業
で
79
・
８
％
増
の
12

億
８
４
４
８
万
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
県
支
出
金

　
県
支
出
金
は
、
４
・
０
％
の

３
億
３
０
９
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
財
産
収
入

　
財
産
収
入
は
、
ぽ
ぷ
ら
河

口
湖
の
賃
貸
料
の
増
額
が
大

き
く
１
４
２
・
３
％
増
の
３

５
８
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
繰
入
金

　
繰
入
金
は
、
８
・
５
％
減
額

の
４
億
１
９
７
９
万
円
。
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
総

額
約
１
５
億
円
の
う
ち
合
併

特
例
債
ま
た
は
交
付
金
を
除

い
た
一
般
財
源
分
を
公
共
施

設
建
設
基
金
を
充
当
す
る
も

の
で
す
。

■
諸
収
入

　
諸
収
入
は
、
82
・
４
％
増
の
１
億
４
６
１

３
万
円
と
大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
７
月
に
第
１
期
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
西
湖
い
や
し
の
里
の
入
場
料
等
収
入
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

■
町
債

　
町
債
は
、
56
・
２
％
増
の
32
億
３
５
０
０

万
円
。
合
併
特
例
債
が
19
億
４
３
０
万
円
と

な
り
、
特
例
事
業
に
か
か
る
一
般
財
源
の
額

は
約
１
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
議
会
費

　
議
会
費
は
、
９
２
３
２
万
円
で
前
年
比

26
・
１
％
減
。
減
額
要
因
は
、
議
員
定
数
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

■
総
務
費

　
総
務
費
は
15
億
５
１
９
７
万
円
で
前
年

比
19
・
１
％
の
増
額
で
す
が
、
基
金
へ
の
積

立
が
増
額
要
因
で
す
。

【
総
務
課
関
係
】

　
行
政
外
部
評
価
員
へ
の
業
務
委
託
３
０

０
万
円
。
選
挙
費
で
は
平
成
19
年
に
、
県
知

事
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
経
費
で
９
３
４
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
管
理
課
関
係
】

　
地
域
振
興
費
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
３
４

５
万
円
。
消
防
費
の
消
防
施
設
費
に
大
石
分

団
の
水
槽
付
消
防
自
動
車
の
購
入
に
２
４

５
０
万
円
、
耐
震
性
防
火
水
槽
設
置
事
業
に

２
７
８
５
万
円
、
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

は
、
特
に
上
九
一
色
地
域
に
つ
い
て
早
急
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
１
億
５
０
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
企
画
課
関
係
】

　
企
画
費
に
地
域
開
発
調
査
事
業
費
と
し

て
２
５
２
万
円
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
導
入

委
託
と
し
て
３
０
０
万
円
、
富
士
山
世
界
文

化
遺
産
負
担
金
と
し
て
２
９
４
万
円
。
ま
ち

づ
く
り
計
画
推
進
費
に
は
、
住
民
の
定
住
化

を
図
る
新
築
住
宅
建
築
等
奨
励
金
な
ら
び

に
住
宅
団
地
助
成
金
と
し
て
７
８
０
万
円
、

健
康
科
学
大
学
の
学
生
用
ア
パ
ー
ト
の
新

築
に
対
し
、
固
定
資
産
税
を
３
年
間
支
援
す

る
学
生
宿
舎
助
成
金
と
し
て
６
４
０
万
円
、

地
域
住
民
主
導
型
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
委
託
と
し
て
１
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

【
税
務
課
関
係
】

　
賦
課
徴
収
費
に
固
定
資
産
税
の

土
地
に
お
い
て
標
準
値
時
点
修
正

率
調
査
委
託
と
し
て
３
９
６
万
円
、

家
屋
に
お
い
て
評
価
シ
ス
テ
ム
開

発
委
託
と
し
て
３
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
民
生
費

　
民
生
費
は
15
億
９
０
２
４
万
円

で
前
年
比
11
・
５
％
の
増
で
す
が
、

上
九
一
色
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
増
額
で
す
。

【
福
祉
推
進
課
関
係
】

　
社
会
福
祉
総
務
費
か
ら
児
童
福

祉
費
ま
で
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
福
祉
ま
で
一

連
の
歳
費
を
計
上
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
衛
生
費

　
衛
生
費
は
12
億
３
５
８
５
万
円
で
７
・
８

％
の
増
で
、
民
生
費
同
様
合
併
分
の
増
額
が

主
な
も
の
で
す
。

【
健
康
増
進
課
関
係
】

　
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
よ

る
各
種
保
健
事
業
の
予
算
付
け
は
基
よ
り
、

高
濃
度
塩
分
の
温
浴
に
よ
り
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
る
タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
建
設
事
業

と
し
て
３
９
５
０
万
円
を
計
上
。
ま
た
、
町

内
三
地
区
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
活

用
す
べ
く
住
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
行
い

ま
す
。



【
水
道
課
関
係
】

　
水
道
費
及
び
土
木
費
に
従
来
の
水
道
事

業
な
ら
び
に
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

に
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
新
た
に
加
え
ら

れ
た
四
つ
の
簡
易
水
道
会
計
と
二
つ
の
下

水
道
事
業
会
計
へ
６
億
６
７
６
４
万
円
の

補
助
金
・
繰
出
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
環
境
課
関
係
】

　
景
観
保
全
費
に
花
ト
ピ
ア
推
進
事
業
１

９
９
４
万
円
、
清
掃
総
務
費
に
吉
田
焼
却
場

可
燃
ゴ
ミ
処
理
負
担
金
に
２
億
５
１
０
９

万
円
、
吉
田
焼
却
場
起
債
償
還
負
担
金
１
億

６
４
４
０
万
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
事

業
費
に
運
営
費
２
９
７
２
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
費 

【
農
林
課
関
係
】

　
農
林
水
産
費
は
１
億
４
１
３
８
万
円
で

49
・
０
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上

九
一
色
地
区
の
畜
産
費
、
更
に
は
農
林
振
興

費
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
負
担
金

が
２
３
７
５
万
円
、
ま
き
ば
公
園
整
備
事
業

に
１
８
８
７
万
円

と
、
上
九
一
色
地
域

の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
推
進
事

業
補
助
金
と
し
て

１
０
０
万
円
、
昨
年

栽
培
に
成
功
し
た

シ
ラ
フ
ジ
茸
の
生

産
活
用
の
補
助
金
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
費 

【
観
光
課
関
係
】

　
商
工
費
は
４
億
４
７
１
２
万
円
で
前
年

比
58
％
の
増
に
な
る
ほ
か
、
商
工
振
興
費
で

は
企
業
誘
致
条
例
報
償
を
１
２
０
０
万
円
、

産
業
立
地
促
進
事
業
助
成
金
を
１
２
０
０

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。
観
光

費
で
は
各
種
事
業
に
対
し
て
の
補
助
金
の

ほ
か
、
各
観
光
施
設
の
管
理
運
営
事
業
費
等

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ

り
新
設
し
ま
し
た
「
い
や
し
の
里
」
運
営
事

業
費
に
お
い
て
は
本
年
７
月
に
第
１
期
オ

ー
プ
ン
を
迎
え
る
集
客
に
向
け
た
管
理
運

営
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
土
木
費

　
土
木
費
は
36
億
４
８
５
８
万
円
で
45
・
４

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
建
設
課
関
係
】

　
町
道
の
安
全
確
保
の
た
め
の
標
識
等
設

置
、
補
修
工
事
、
側
溝
改
修
、
更
に
は
町
道
及

び
農
道
整
備
、
冬
期
の
除
雪
委
託
等
に
加
え

て
平
成
19
年
度
の
完
成
を
目
指
し
た
富
士

登
山
道
線
建
設
事
業
に
１
億
１
１
０
１
万

円
、
イ
ン
タ
ー
線
建
設
事
業
に
１
億
５
９
２

２
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
都
市
整
備
課
関
係
】

　
公
園
費
に
平
成
18
年
・
19
年
の
２
ヵ
年

事
業
で
行
う
町
営
プ
ー
ル
建
設
工
事
５
億

８
４
７
３
万
円
、
小
立
区
画
整
理
事
業
に

２
億
１
３
５
６
万
円
、
そ
の
他
集
合
看
板

の
整
備
、
屋
外
広
告
物
整
理
統
合
事
業
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
】

　
船
津
ゾ
ー
ン
で
は
大
池
公
園
に
観
光
防

災
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
観
光
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
整
備
に
２
億
６
２
１
３
万
円
、
河
口
湖

駅
前
線
の
拡
幅
改
良
な
ら
び
に
歩
道
整
備
、

平
成
17
年
度
に
お
い
て
測
量
等
調
査
が
終

了
し
て
い
る
天
上
山
公
園
な
ら
び
に
小
曲

展
望
広
場
の
整
備
事
業
、
湖
畔
道
路
、
街
な

か
石
畳
道
、
旧
鎌
倉
街
道
整
備
な
ど
に
、
３

億
８
０
１
９
万
円
を
計
上
。
南
部
ゾ
ー
ン
で

は
本
年
度
完
成
を
向
か
え
る
大
嵐
町
営
住

宅
建
設
事
業
、
町
営
住
宅
周
辺
路
線
整
備
事

業
、
町
道
西
支
線
整
備
事
業
、
勝
山
富
士
見

線
拡
幅
整
備
事
業
な
ど
に
６
億
３
３
１
万

円
。
西
湖
ゾ
ー
ン
で
は
い
や
し
の
里
創
出
事

業
、
西
湖
地
区
サ
イ
ン
事
業
な
ど
３
億
５
１

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
教
育
費

　
教
育
費
は
20
億
３
９
３
５
万
円
で
前
年

比
34
・
６
％
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
増
額

要
因
は
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
可
動
式
屋
根
建

設
事
業
に
よ
る
も
の
、
ま
た
合
併
し
て
小
学

校
２
校
、
中
学
校
１
校
が
増
え
た
こ
と
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
教
育
総
務
費
で
は
、
健
康
科
学
大
学
建
設

関
連
補
助
金
６
６
０
０
万
円
、
教
育
セ
ン
タ

ー
費
は
１
６
５
７

万
円
を
教
育
に
関

す
る
研
修
・
研
究
・

開
発
等
を
行
う
た

め
の
運
営
費
と
し

て
計
上
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
費
で

は
本
年
度
で
整
備

を
終
了
す
る
予
定

の
小
立
小
学
校
の
大
規
模
改
修
事
業
に
１

億
６
６
３
０
万
円
で
、
管
理
棟
の
耐
震
補
強

を
含
め
た
大
規
模
改
修
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。
公
民
館
費
は
、
本
年
度
と
来
年
度
に

２
ヵ
年
で
の
中
央
公
民
館
改
修
工
事
に
２

３
８
０
円
。
図
書
館
費
は
、
17
年
度
完
成
の

新
図
書
館
の
備
品
購
入
に
１
２
０
０
万
円
、

青
少
年
教
育
費
で
は
子
ど
も
未
来
創
造
館

の
備
品
購
入
と
し
て
１
６
０
５
万
円
を
計

上
し
、
生
涯
学
習
の
発
信
基
地
と
し
て
の
整

備
を
行
い
ま
す
。
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
可
動
式

屋
根
建
設
事
業
で
は
、
６
億
３
７
７
４
万
円

を
計
上
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
ー
メ
ン
ト
の
活
動

拠
点
と
し
、
更
に
は
イ
ベ
ン
ト
等
の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
特
に
三
地
域
の
交
付
金
事
業
が

始
ま
る
こ
と
で
大
型
化
し
た
財
政
運
営
と

な
り
ま
し
た
が
、
交
付
金
等
の
裏
負
担
と

し
て
の
合
併
特
例
債
等
が
膨
ら
む
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
毎
年
度
減
債
基
金
に
1
億

5
千
万
円
を
積
み
立
て
て
、
将
来
の
償
還

に
備
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。




